
2011年02月01日

お知らせ

◎1月1日（土）現在の組織人員は、

　11,121名です。

　合言葉は、「数は力なり！」。

　組合員の皆さん、13,000人の

　組合目指し、組織拡大行動にご

　協力よろしくお願いします。

現
行
補
助
水
準
確
保
の
見
通
し

昨年11月24日に全国から6,074名の仲間が集結した　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    中央総決起大会

　
二
〇
一
一
年
度
予
算
案
で

は
、
①
定
率
補
助
金
・
普
通
調

整
補
助
金
・
特
別
調
整
補
助
金

の
補
助
体
系
の
維
持
、
②
普
通

調
整
補
助
金
と
特
別
調
整
補
助

金
の
合
計
額
で
増
額
を
確
保
、

③
建
設
国
保
の
定
率
補
助
金
三

十
二
％
を
守
る
と
と
も
に
、
定

率
補
助
の
見
直
し
を
内
容
と
す

る
国
保
法
の
改
正
が
二
〇
一
二

年
度
か
ら
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
全
建
総
連
が
強
く
求
め
て

き
た
建
設
国
保
に
対
す
る
現
行

補
助
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し

た
。
　
予
算
確
保
に
向
け
て
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
切
実
な
思
い

が
込
め
ら
れ
た
手
書
き
に
よ
る

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
が
力
と
な

り
、
大
き
な
結
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
奮

闘
、
そ
し
て
関
係
議
員
の
方
々

の
ご
支
援
に
、
心
よ
り
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　
二
〇
〇
九
年
暮
れ
か
ら
の
マ

ス
コ
ミ
に
よ
る
国
保
組
合
に
対

す
る
 執
拗
 で
不
正
確
な
報
道
、

し
つ
よ
う

五
月
の
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
で

の
「
国
保
組
合
の
補
助
金
見
直

し
」
論
議
、
六
月
の
財
務
省
に

よ
る
国
保
組
合
の
予
算
執
行
調

査
の
公
表
、
十
一
月
の
行
政
刷

新
会
議
に
よ
る
事
業
仕
分
け
、

更
に
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直

し
論
議
な
ど
が
行
わ
れ
る
中
、

国
保
組
合
の
補
助
制
度
は
か
つ

て
な
い
大
き
な
見
直
し
の
波
に

襲
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
事
業
仕
分
け
で
は
国

保
組
合
補
助
の
根
幹
で
あ
る
定

率
補
助
の
大
き
な
見
直
し
が
議

論
さ
れ
、「
所
得
水
準
の
高
い
国

保
組
合
に
対
す
る
定
率
補
助
の

廃
止
」
を
含
む
案
が
結
論
と
さ

れ
ま
し
た
。

要請書を手渡す上野労働対策部長（右）

　
労
働
対
策
部
で
は
、
十
二
月

二
十
一
日
（
火
）
、
愛
知
労
働

局
交
渉
を
行
い
、
全
建
愛
知
か

ら
は
上
野
労
対
部
長
は
じ
め
計

五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
主
な
要
請
項
目

は
、
建
設
産
業
の
雇
用
改
善
、
労

災
か
く
し
根
絶
に
向
け
た
対
策
、

ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
や
じ
ん
肺
な

ど
の
職
業
病
対
策
な
ど
計
六
項

目
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

　
労
働
局
か
ら
は
「
労
災
か
く

し
対
策
は
重
点
課
題
で
あ
り
、

事
業
所
へ
の
是
正
勧
告
や
司
法

処
分
な
ど
厳
正
に
対
処
し
て
い

ま
す
。
労
災
事
故
の
多
い
建
設

業
に
対
し
て
は
、
現
場
の
一
斉

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
り
、
事

業
者
団
体
や
工
事
発
注
機
関
に

労
災
か
く
し
を
行
わ
な
い
よ
う

指
導
・
啓
発
し
て
い
ま
す
」
な

ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
石
綿
の
健
康
管
理
手
帳
保
有

者
の
方
は
、
委
託
医
療
機
関
で

六
ヵ
月
に
一
回
、
無
料
で
健
康

診
断
を
受
診
で
き
ま
す
が
、
愛

知
県
内
で
は
五
つ
の
病
院
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
組
合
で
は
労
働

局
交
渉
の
席
で
継
続
し
て
委
託

襖
鴬
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「
一
人
親
方
労
災
保
険
」
（
以

下
、
労
災
保
険
。
）
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
は
、
三
月
末
日
を

も
っ
て
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　
更
新
の
ご
案
内
に
つ
い
て

は
、
例
年
通
り
一
月
初
旬
に
加

入
者
の
皆
様
に
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
（
但
し
、
事
業
所
で
取

り
ま
と
め
て
い
る
場
合
は
事
業

所
に
郵
送
。
ま
た
、
一
月
以
降

に
加
入
さ
れ
た
方
に
は
、
加
入

手
続
き
後
に
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
）

【
更
新
手
続
き
が
お
済
み
の
方
】

■
自
動
引
落
を
希
望
さ
れ
た
場
合

　
二
月
二
十
八
日
（
二
月
二
十
七

日
が
休
日
の
た
め
）
に
、
毎
月
自

動
引
落
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
口
座
か
ら
、
組
合
費
・
健
康
保

険
料
等
と
合
算
し
て
自
動
引
落

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
引
落
金
額
が
大

き
く
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

口
座
残
高
の
確
認
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
振
込
を
希
望
さ
れ
た
場
合

　
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
、

案
内
に
て
指
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
口
座
に
お
振
込

み
く
だ
さ
い
。

【
更
新
手
続
き
が
未
手
続
き
の
方
】

　
ま
だ
、
更
新
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
至
急
、
左
記

に
従
っ
て
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
引
き
続
き
労
災
保
険
を
更
新
さ
れ
る
場
合

　
お
送
り
し
ま
し
た
案
内
に
同

封
し
て
い
ま
す
「
更
新
ハ
ガ
キ
」

に
ご
記
入
お
よ
び
ご
署
名
い
た
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親
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労
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保
険
加
入
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の
皆
様
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労
災
保
険
の
更
新
は
お
済
み
で
す
か

だ
き
、
組
合
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。
　
労
災
保
険
料
の
納
付
方
法
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
来
の
届
出

期
日
で
あ
る
一
月
二
十
四
日
を

過
ぎ
て
い
る
た
め
自
動
引
落
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
納
付
方
法
を
振
込
に
指
定
し

て
、
必
ず
二
月
二
十
八
日
ま
で

に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
月
以
降
の
労
災
加

入
者
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
は
お
振
込
み
の
み
に
な
り

ま
す
。

■
労
災
保
険
を
更
新
せ
ず
、
脱
退
さ
れ
る
場
合

①
労
災
保
険
の
み
脱
退
さ
れ
、

　
組
合
に
は
引
き
続
き
在
籍
さ

　
れ
る
場
合
、
お
送
り
し
ま
し

　
た
案
内
に
同
封
の
「
更
新

　
ハ
ガ
キ
」
に
ご
記
入
お
よ

　
び
ご
署
名
い
た
だ
き
、
組

　
合
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

②
労
災
保
険
だ
け
で
な
く
、

　
組
合
も
脱
退
さ
れ
る
場
合

　
は
、
別
途
手
続
き
が
必
要

　
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
更
新
ハ
ガ
キ
の
書
き
方
・
お

　
振
込
み
先
等
詳
細
に
つ
き
ま

　
し
て
は
、
案
内
を
ご
参
照
く

　
だ
さ
い
。

※
問
合

　
労
働
保
険
課
の
吉
田
・
大
久

　
保
・
石
黒
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

3251.3億円確3251.3億円確保保
政府予算案が閣議決定

国保組合
特別助成

建設国保

愛
知
労
働
局
交
渉
行
う

仲
間
の
要
求
実
現
と
制
度
改
善
の
た
め

労働対策部

家 寡加加加加加加加加加加加加

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

2011年度　国保組合関係予算案

◎定率補助金
2106.6億円（対前年度比＋25.5億円）

◎普通調整補助金
866.3億円（対前年度比＋53.2億円）

◎特別調整補助金
192.5億円（対前年度比―37.0億円）

◎事務費負担金
26.0億円（対前年度比　―3.0億円）

◎出産育児一時金補助金
25.6億円（対前年度比　―8.7億円）

◎特別対策費補助金
0億円（対前年度比―26.1億円）

◎高額医療費共同事業補助金
22.2億円（対前年度比　―4.3億円）

◎特定健康診査・保健指導補助金
12.1億円（対前年度比　―3.4億円）

合計
3251.3億円（対前年度比　―3.8億円）

　
来
年
度
（
二
〇
一
一
年
度
）
の
政
府
予
算
案
が
十
二
月
二
十
四
日
（
金
）
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
保
組

合
関
係
の
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
総
額
で
三
千
二
百
五
十
一
億
三
千
万
円
（
対
前
年
度
比
三
億
八
千
万

円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

医
療
機
関
増
加
の
要
請
を

し
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月

か
ら
「
だ
い
ど
う
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
と
「
日
進
お
り
ど
病
院
」

が
追
加
さ
れ
、
七
つ
の
医
療

機
関
で
受
診
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
労
働
局
交
渉
は
、
今
回
で

十
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
来

年
度
以
降
も
建
設
産
業
の
労

働
環
境
改
善
に
向
け
て
要
請

を
続
け
て
い
き
ま
す
。



③③
  ①
②
以

①
②
以
外外
でで

　
  受
診
す
る
場

受
診
す
る
場
合合

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

①
契
約
健
診

①
契
約
健
診
機機
関関

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

　
  健
康
診
断
の

健
康
診
断
の
　
　
　

受
診
資
格

　
　
　
　
  受
診
資
格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の

場
合
は
、
実
費
負
担
（
一
万
円
）

で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

　
員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
者
（
市
町
村
・
社
会
保
険

　
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
五
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
積

極
的
に
健
康
診
断
を
お
受
け
く

だ
さ
い
。

　
組
合
の
健
康
診
断

組
合
の
健
康
診
断
　
　

メ
リ
ッ

　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
トト

①
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

　
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

　
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

　
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ

　
た
健
診
項
目
を
実
費
負
担
な

　
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・

既
往
歴
・

生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

　
Ｔ
・
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査

　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力

　
・
聴
力

　
・
心
電
図

　
・
血
液
検
査

　
　
（
R
B
C
・
H
b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

適
用
除
外
の

　
適
用
除
外
の
　
　
　
　

従
業
員
に
つ
い

　
　
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
一
万
円
を
支
払
い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業

　
所

健
診
方

健
診
方
法法

　
上
記
①
契
約
健
診
機
関
一
覧

表
よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択
し
、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員
で

　
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口

　
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示

　
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

　
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

　
に
受
診
で
き
ま
す
。

　　
今
ま
で
の
契
約
健
診
機
関
で

の
健
康
診
断
ま
た
は
集
団
健
康

診
断
と
違
い
、
健
診
業
者
が
中

建
国
保
の
組
合
員
の
事
務
所
・

自
宅
ま
で
出
張
し
、
健
康
診
断

を
行
う
「
巡
回
健
診
サ
ー
ビ
ス
」

で
す
。

　
近
く
に
契
約
健
診
機
関
が
な

い
地
域
の
組
合
員
、
都
合
が
つ

か
ず
集
団
健
康
診
断
に
行
け
な

い
組
合
員
に
お
勧
め
の
健
康
診

断
で
す
。

■
医
療
機
関
名

　
　
あ
お
ば
健
康
サ
ポ
ー
ト
㈱

■
場
所
　
名
古
屋
市
北
区
大
曽
根

　
　
　
　
　
　
　
２
―
５
―
３

■
℡
０
５
２
―
５
０
８
―
７
4
６
１

■
予
約
受
付
　
月
曜
～
金
曜
日

　
午
前
九
時
～
午
後
六
時

■
契
約
内
容
　

　
基
本
健
診
項
目
＋

　
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
健

　
診
項
目
＋

　
が
ん
検
診
（
他
契
約
機
関
と
同
様
）

①
予
約
方
法
…

　
中
建
国
保
の
組
合
員
で
あ
る

　
旨
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
一

　
ヵ
月
前
ま
で
に
ご
予
約
・
ご

　
相
談
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
実
施
の
条
件
…

　
・
中
建
国
保
の
組
合
員
と
ご
家

　
　
族
の
方
で
、
三
十
名
以
上
お

　
　
集
ま
り
い
た
だ
け
る
こ
と
。

　
・
事
務
室
ま
た
は
応
接
室
な
ど

　
　
（
健
診
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
）
を

　
　
お
貸
し
い
た
だ
け
る
こ
と
。

　
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
等
を
止
め

　
　
ら
れ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

　
　
確
保
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
。

  レレ
ン
ト
ゲ
ン
車
・

ン
ト
ゲ
ン
車
・
　
　

心
電
図
車
の
サ
イ

　
  心
電
図
車
の
サ
イ
ズズ

A
…
長
6
9
9
×
幅
2
9
9
×

　
　
高
3
0
4
（
㎝
）

　
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

B
…
長
6
8
6
×
幅
2
0
2
×

　
　
高
2
5
7
（
㎝
）

　
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

C
…
長
5
3
8
×
幅
1
6
9
×

　
　
高
2
3
8
（
㎝
）

　
　
心
電
図
車
（
人
員
運
搬
も

　
　
兼
ね
る
）

※
右
記
車
両
が
巡
回
健
診
に
向

　
か
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、（
A
か
B
の
ど

　
ち
ら
か
一
台
）
と
（
C
）
の

　
計
二
台
が
向
か
う
予
定
で
す
。

　
①
契
約
健
診
機
関
②
巡
回
健

診
サ
ー
ビ
ス
以
外
で
、
受
診
を

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

②
巡
回
健
診
サ

②
巡
回
健
診
サ
ーー
ビビ
スス

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

希
望
す
る
場
合
、
中
建
国
保
の

規
定
の
条
件
（
受
診
者
資
格
・

健
診
項
目
）
を
満
た
し
て
い
な

い
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
必
ず
、
健
診
を
受
け
る
前
に

組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
受

診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　
基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
上

限
一
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

注
意
事

注
意
事
項項

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
①
・
②
・
③
の

　
い
ず
れ
か
に
対
し
補
助
し
ま

　
す
。

・
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ

　
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・

　
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値

　
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

①　契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号所在地契約健診機関名

月～金曜日8:30～17:30

　  土曜日8:30～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック
月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　  土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
 　  土曜日9:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

火曜日～土曜日
8:30～16:00052-737-6500

名古屋市中区栄2-1-1
日土地名古屋ビル３Ｆ

エルズメディケア名古屋
（女性専用）

月曜日～土曜日
8:30～17:000586-63-3200一宮市小信中島字郷中104泰玄会西病院

月曜日～土曜日
8:00～18:000562-93-8222豊明市沓掛町石畑180-1中京サテライトクリニック

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。
※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンフィルムを組合までご提出ください。

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

　
毎
年
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
、
罹
患
す
る
と
重

症
化
し
、
健
康
を
著
し
く
損

ね
る
ば
か
り
か
医
療
費
の
増

加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
有
効
な
予
防

法
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

自
費
診
療
で
あ
る
た
め
、
接

種
を
受
け
る
方
の
経
済
的
負

担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
中
建
国
保
で
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
に
対
し
、
補
助
金
を
支
給
し

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
予
防
に
向
け
て
、
是

非
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
者
】

　
接
種
時
点
で
中
建
国
保
の
資

　
格
の
あ
る
組
合
員
・
家
族

【
補
助
対
象
と
な
る
接
種
の
時
期
】

　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
～

　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

【
補
助
金
額
】

　
一
千
円
（
補
助
対
象
者
一
人

　
当
た
り
年
度
内
一
回
）

【
必
要
書
類
】

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
補
助
金
申
請
書

　
（
申
請
書
は
平
成
二
十
二
年

　
度
中
建
国
保
の
便
利
帳
P
七

　
十
七
～
七
十
八
に
添
付
。
複

　
数
人
で
接
種
す
る
場
合
は
、

　
接
種
人
数
分
を
コ
ピ
ー
の

　
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

　
た
、
中
建
国
保
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
）

②
左
記
の
条
件
を
満
た
す
書
類

　
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

　
　
種
を
受
け
た
こ
と
が
確
認

　
　
で
き
る
も
の

　
・
接
種
日
、
接
種
を
受
け
た

　
　
方
、
医
療
機
関
名
が
確
認

　
　
で
き
る
も
の

　
（
例
）

　
領
収
書
の
原
本
、
接
種
証
明

　
の
写
し
、
母
子
手
帳
の
表
紙

　
及
び
予
防
接
種
の
記
録
欄
の

　
写
し
等

【
支
給
方
法
】

　
補
助
金
は
、
申
請
月
の
翌
月

　
末
に
ろ
う
き
ん
口
座
に
振
り

　
込
み
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
は
、
健
康
保
険

　
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

予
防
接
種
を
受
け
よ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
金
制
度

予防対策を万全に

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及
び

健
康
診
断
を
受
け
よ

健
康
診
断
を
受
け
よ
うう

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

年に1度は健診を



 二
月
十
五
日
ま
で
に
　

　
　
 必
ず
電
話
予
約
を

　
税
金
申
告
学
習
会
を
全
建
愛

知
会
館
は
じ
め
、
各
地
で
開
催

し
ま
す
。

　
左
表
の
日
程
及
び
予
約
状
況

を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
希
望
の

会
場
を
お
選
び
い
た
だ
き
、
二

月
十
五
日
（
火
）
ま
で
に
（
時

間
帯
を
）
電
話
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

　
休
日
及
び
二
月
下
旬
以
降
ご

希
望
の
方
は
、
お
早
め
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

　
〆
切
直
前
で
は
、
定
員
満
了

な
ど
に
よ
り
お
受
け
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
、
直
近
の
予
約
状
況
が

確
認
で
き
ま
す
）

　
当
日
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

消
費
税
申
告
の
あ
る
方

　
平
成
二
十
年
の
売
上
が
一
千

万
円
を
超
え
た
方
は
、
平
成
二

十
二
年
度
分
は
消
費
税
の
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　
組
合
で
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
の
申
告
が
あ
る
方
に

関
し
て
は
、
記
帳
代
行
委
託
業

者
（
テ
ィ
グ
レ
名
古
屋
）
と
提

携
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
テ
ィ
グ
レ
名
古
屋
へ
の
加
入

を
ご
希
望
の
方
は
、
組
合
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
物

１
確
定
申
告
書

２
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

３
記
帳
簿

４
国
民
年
金
・
生
命
・
地
震
　

　
（
旧
長
期
損
害
）
保
険
・
小
規

　
模
企
業
共
済
等
の
払
込
証
明
書

５
医
療
費
の
領
収
書

６
国
民
健
康
保
険
給
付
及
び
補

　
助
金
支
給
額
通
知
書

７
源
泉
徴
収
票

　
（
本
人
･
配
偶
者
・
子
等
で
源
泉

　
徴
収
票
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合

　
は
、
全
員
分
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

８
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
に
関

　
す
る
書
類

■
新
規

　
①
住
民
票

　
②
登
記
簿
謄
本
（
土
地
･
建
物
）

　
③
売
買
契
約
書
（
土
地
･
建
物
）

　
　
ま
た
は
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し

　
④
住
宅
取
得
に
係
る
借
入
金

　
　
残
高
証
明
書

■
二
年
目
以
降

　
①
住
宅
取
得
に
係
る
借
入
金

　
　
残
高
証
明
書

　
②
税
務
署
の
住
宅
取
得
控
除

　
　
証
明
書

※
４
～
８
は
必
要
な
方
の
み
で
す

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
新
築
、
購
入
、
増
改
築
等
を

し
、
入
居
さ
れ
た
方
は
い
ず
れ

か
選
択
し
て
税
額
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
十
年
間
は
年
末
借
入
金
残
高

　
の
一
％
（
最
高
五
十
万
円
）
　

　
最
大
五
百
万
円
を
控
除
で
き

　
ま
す
。

②
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
新
築

　
等
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特

　
別
控
除
の
特
例

　
十
年
間
は
年
末
借
入
金
残
高

　
の
一
．
二
％
（
最
高
六
十
万

　
円
）
最
大
六
百
万
円
を
控
除

　
で
き
ま
す
。

特
定
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等

　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
控
除

　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十

一
 日
ま
で
一
定
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
又
は
省
エ
ネ
改

修
工
事
が
、
三
十
万
円
以
上
を

含
む
増
改
築
等
工
事
を
行
い
入

居
さ
れ
た
方
は
五
年
間
税
額
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
増
改
築
等
工
事
費
用
の
借
入

残
高
一
千
万
円
ま
で
控
除
率
一

％
、
う
ち
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
費
用
二
百
万
円
ま
で
は
控

除
率
二
％
（
最
高
計
十
二
万
円
）

と
な
り
ま
す
。

住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除

　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
地
方
公
共
団
体
が

作
成
し
た
、
一
定
の
計
画
の
区

域
内
に
お
い
て
、
昭
和
五
十
六

年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
居
住
用
家
屋
の
耐
震
改

修
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
①
費

用
と
②
耐
震
工
事
の
標
準
的
費

用
の
額
の
少
な
い
金
額
の
十
％

相
当
額
（
最
高
二
十
万
円
）
を

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

記帳が不慣れな方は「所得とりまとめ帳」から！
・月額集計で事務負担が軽減。

・建設業に即した勘定科目設定。

・不動産申告に対応。
<問合>税金対策部までご連絡ください。

「節税」は記帳
から生まれる　今年、独立した方や、今年から自分で帳面を記入し始め、

税金申告が不安な方は、組合で税金申告学習会に参加す
る方のために、「所得とりまとめ帳」をご用意しています。

「所得とりまとめ帳」を記入しましょう。
※記入の仕方は、白色記帳講習会・税金学習デー又は、電話連絡後、直接組合にお越しください。

税
額
控
除
で
き
ま
す
。

住
宅
特
定
改
修
特
別
税
額
控
除

　
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
又
は

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
し
て
、
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
入
居
さ
れ
た
特
定
居
住

者
な
ど
の
方
は
、
一
定
の
要
件

の
下
で
、「
工
事
に
要
し
た
費
用

の
額
」
と
そ
の
改
修
工
事
等
の

「
標
準
的
な
費
用
の
額
」
の
い

ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
（
二

百
万
円
限
度
）（
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
工
事
を
含
む
一
般
断
熱

改
修
工
事
等
の
場
合
は
三
百
万

円
限
度
）
の
十
％
に
相
当
す
る

金
額
（
最
高
二
十
万
円
、
太
陽

光
発
電
工
事
最
高
三
十
万
円
）

を
控
除
で
き
ま
す
。

認
定
長
期
優
良
住
宅
新
築
等

　
　
　
　
　
特
別
税
額
控
除

　
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
新
築

等
を
し
て
、
平
成
二
十
一
年
六

月
四
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
入
居
さ

れ
た
方
は
、
一
定
の
要
件
の
下

で
、
そ
の
認
定
長
期
優
良
住
宅

に
つ
い
て
講
じ
ら
れ
た
構
造
及

び
設
備
に
係
る
「
標
準
的
な
費

用
の
額
」
（
一
千
 万
円
限
度
）

の
十
％
に
相
当
す
る
金
額
（
最

高
百
万
円
）
を
控
除
で
き
ま
す
。

個
人
住
民
税
に
お
け
る
　
　
　
　

　
　
　
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

※
平
成
二
十
一
年
か
ら
平
成
二

　
十
五
年
の
所
得
税
に
つ
い

　
て
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

　
除
を
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

　
れ
な
い
額
を
個
人
住
民
税
か

　
ら
控
除
す
る
制
度
が
創
設
さ

　
れ
ま
し
た
。

※
そ
の
年
分
の
所
得
税
の
課
税

　
総
所
得
金
額
等
の
五
%
（
最

　
高
九
・
七
五
万
円
）
が
限
度
。

※
適
用
を
受
け
る
特
別
控
除
・

　
特
別
税
額
控
除
に
よ
り
、
必

　
要
な
証
明
書
が
異
な
り
ま
す

　
の
で
、
詳
し
く
は
税
務
署
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
申
告

　
学
習
会
前
に
ご
準
備
く
だ
さ

　
い
。

申
告
書
は
自
分
で
提
出

　
申
告
書
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
印

字
し
ま
す
の
で
、
何
も
記
入
せ

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
組

合
員
各
自
で
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
切
手
を
貼
っ
て
ポ
ス
ト
へ

投
函
し
て
い
た
だ
く
か
、
直
接

税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
…

　
学
習
会
当
日
は
、
一
人
あ
た

り
約
三
十
分
と
時
間
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
　

　
帳
面
の
つ
け
方
や
仕
訳
の
仕

方
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

事
前
に
組
合
等
へ
お
尋
ね
い
た

だ
き
、
解
決
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に

組
合
ま
で
。

組
合
加
入
も
同
時
受
付

　
税
金
申
告
に
お
困
り
の
組
合

未
加
入
の
職
人
さ
ん
を
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

　
組
合
加
入
手
続
き
後
、
申
告

学
習
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
予
約
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

年
会
費
は
自
動
引
落

　
年
会
費
（
七
千
円
）
は
、
皆

さ
ん
の
組
合
費
等
の
引
落
口
座

よ
り
四
月
二
十
七
日
（
水
）
に

自
動
引
落
い
た
し
ま
す
。

　
引
落
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
翌
月
以
降
引
落
完
了
ま
で

請
求
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

今
す
ぐ
電
話
予
約

今
す
ぐ
電
話
予
約
をを

税
金
申
告
学
習
会
開

税
金
申
告
学
習
会
開
催催

税金対策部

2/15まで受付！

予約状況受付時間会場曜日月

△10：00～16：00アイプラザ一宮（勤労福祉会館）日6

2

○13：30～19：30アイプラザ豊橋（勤労福祉会館）火8

○10：00～15：30全建愛知会館水9

○10：00～19：30全建愛知会館木10

○10：00～16：00春日井（知多）公民館祝11

△10：00～15：30稲沢市勤労福祉会館日13

○10：00～19：30春日井（知多）公民館火15

○10：00～19：30全建愛知会館水16

○10：00～19：30西尾市文化会館木17

○10：00～15：30岡崎事務所金18

×10：00～15：30小牧（中部）公民館日20

○10：00～19：30全建愛知会館月21

　　△13：30～19：30安城市総合福祉センター水23

○10：00～19：30全建愛知会館木24

×10：00～16：00アイプラザ津島（勤労福祉会館）日27

○10：00～19：30全建愛知会館火1

3
○10：00～19：30全建愛知会館水2

○10：00～19：30全建愛知会館木3

○10：00～19：30全建愛知会館金4

2011年税金申告学習会日程 （1月24日現在）



家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

　
税
金
の
申
告
で
健
康
保
険
料

等
は
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
で
す
。

　
中
建
国
保
（
組
合
の
健
康
保

険
）
に
ご
加
入
の
方
で
、
払
込

証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
組
合

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
払
込
証
明
書
を
発
行
し
、
組

合
員
本
人
の
ご
自
宅
へ
、
郵
送

い
た
し
ま
す
。

　
但
し
、
事
業
所
や
親
方
さ
ん

が
ま
と
め
て
引
落
し
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
事
業
所
ま
た
は
親

方
さ
ん
へ
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
連
絡
の
な
い
方
に

は
払
込
証
明
書
の
発
行
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

　
払
込
証
明
書
は
到
着
ま
で
に

休
業
日
を
除
き
、
お
お
む
ね
一
～

二
日
か
か
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
余
裕
を
も
っ
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
に
よ

　
る
、
ご
回
答
は
個
人
情
報

　
保
護
の
た
め
、
差
し
控
え

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
、
組
合
の
税
金
申
告
学
習

会
へ
参
加
さ
れ
る
方
（
組
合

で
申
告
さ
れ
る
方
）
は
、
払

込
証
明
書
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
　
払
込
証
明
書
の
発
行
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
組
合
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
料
等
払
込
証
明
書
の
発
送

お
申
込
は
、
お
早
め
に

　
中
建
国
保
加
入
者
で
、
住
所

や
氏
名
の
変
更
・
家
族
の
追
加
・

家
族
の
資
格
喪
失
な
ど
の
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至

急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
お
使
い
の
中
建
国
保

の
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十

一
日
で
す
。

　
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
有
効
の
新
年
度
の
健
康
保
険

証
に
つ
い
て
は
、
二
月
中
旬
よ

り
作
成
す
る
た
め
、
健
康
保
険

証
の
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
二
月
八
日
（
火
）
ま
で
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
期
日
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た

だ
い
た
手
続
き
分
に
関
し
て

は
、
新
年
度
の
保
険
証
に
印
字

し
、
交
付
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
以
降
手
続
き
さ
れ
た
場

合
は
印
字
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
新
年
度
の
保
険
証
も
手
書

き
で
の
加
筆
・
修
正
と
な
り
ま

す
。
　
各
手
続
き
に
は
、
中
建
国
保

の
保
険
証
・
申
請
用
紙
へ
の
記

入
・
そ
の
他
事
由
に
よ
る
添
付

書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
　
健
康
保
険
課
ま
で
ご
連

　
　
　
絡
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
証
変
更
手
続
き

二
月
八
日
ま
で
に
手
続
き
を

　
中
建
国
保
で
は
、
震
災
・
風

水
害
・
落
雷
・
火
災
等
の
災
害

に
よ
り
、
組
合
員
の
自
宅
等
が

被
害
を
受
け
、
生
活
が
著
し
く

困
難
に
な
っ
た
時
、
三
ヵ
月
分

の
範
囲
内
で
健
康
保
険
料
を
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
さ
れ
る
額
は
、
災
害
の

被
害
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
　
被
害
区
分
に
よ
る
減
免
額
の

取
り
扱
い
は
、
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
料
の
減
免
を
受
け

災
害
時
に
よ
る
保
険
料
減
免
制
度

も
し
も
の
時
も
、
ご
安
心
く
だ
さ
い

中建国保

減免額被害区分

保険料３ヵ月分
全焼または

全壊及び全部冠水

保険料２ヵ月分
半焼または半壊、

床上1ｍ以上の冠水

保険料１ヵ月分床上１ｍ未満の冠水

被害区分による減免額

て
六
項
目
か
ら
な
る
要
請
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
毎
年
交
渉
の
焦
点
に
な
る

「
手
間
請
者
の
収
入
が
事
業
な

の
か
給
与
な
の
か
の
判
断
基

準
」
な
ど
、
ま
た
、
「
税
務
調

査
時
の
第
三
者
の
同
席
」
に
つ

い
て
は
、
守
秘
義
務
と
税
理
士

法
の
関
わ
り
か
ら
お
断
り
し
て

い
る
。
た
だ
、
場
合
に
よ
り
記

　
十
二
月
十
七
日
（
金
）
、
東

海
四
県
の
組
合
で
構
成
さ
れ
る

全
建
総
連
東
海
地
方
協
議
会

は
、
名
古
屋
国
税
局
と
民
主
的

税
務
行
政
及
び
税
制
の
確
立
に

む
け
て
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　
伏
見
東
海
地
協
議
長
（
静
岡

建
労
執
行
委
員
長
）
を
は
じ
め
、

全
建
総
連
／
里
見
秀
俊
税
金
対

策
部
長
、
全
建
愛
知
か
ら
は
山

田
執
行
委
員
長
、
新
山
税
金
対

策
部
長
、
他
県
組
合
役
員
の
合

計
十
名
で
臨
み
ま
し
た
。

　
国
税
局
側
か
ら
は
、
総
務
課

の
大
橋
課
長
補
佐
と
岡
嵜
係
長

が
対
応
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
伏
見
東
海
地
協
議

長
よ
り
、
長
期
不
況
の
中
、
建

築
基
準
法
の
厳
格
化
に
よ
る
新

築
着
工
戸
数
の
激
減
な
ど
建
設

業
界
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
状

を
伝
え
、
税
務
行
政
に
対
し
て

十
三
項
目
・
制
度
改
正
に
関
し

帳
補
助
者
に
つ
い
て
は
同
席
を

求
め
る
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
今
後
も
組
合
で
は
、
国
税
局

と
の
交
渉
の
ほ
か
各
税
務
署
・

調
査
担
当
者
と
の
意
見
交
換
会

を
行
う
な
ど
、
納
税
者
の
権
利

を
尊
重
し
た
税
務
行
政
作
り
に

向
け
運
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

　今月の組合費等の自動引落日

は28日（月）です。25日（金）

までに、預金残高をご確認くだ

さい。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

◎日時　２月20日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※お電話でのご予約が必要です

　 ／0120-154-931

　 ／050-3785-1684

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）

　

　中建国保の健全な運営の

ため、職種の変更・組織変更

（個人から法人）・転業・廃

業等がありましたら、組合の

健康保険課へご連絡くださ

い。

中建国保からのお知らせ

労
働
対
策
部

忘
れ
る
な

靴
ひ
も

あ
ご
ひ
も

心
の
ひ
も

る
と
き
は
、

①
保
険
料
徴
収
減
免
申
請
書

②
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類

　
（
消
防
署
、
地
方
自
治
体
な
ど

　
公
的
機
関
の
証
明
書
）
を
添

　
付
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
組
合
で
は
組
合
共

済
よ
り
住
宅
災
害
見
舞
金
の
支

給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
合
　
健
康
保
険
課
の
中
村
へ

　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　次の日程で、「愛知県知事選挙」と「名古屋市長
選挙」が行われます。
　愛知県知事選挙では、1月20日（木）告示・2月
6日（日）投開票。また、名古屋市長選挙では、1月
23日（日）告示・2月6日（日）投開票です。
　建設業に従事する私たちの要求を議会に反映し実
現していくため、組合では次の候補者を推薦します。
　投票日には、組合推薦候補者が当選できるよう、
ご家族皆さんとご一緒に、必ずお出掛けください。

愛知県知事選挙・名古屋市長選挙
組合推薦立候補者決定

　
愛
知
県
知
事
選
挙
候
補
者
　
　
　

　
　
　
　
　
　
み
そ
の
慎
一
郎

　
名
古
屋
市
長
選
挙
候
補
者
　
　
　

　
　
　
　
　
　
石
田
よ
し
ひ
ろ

民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート⑫
第11区／豊田市・みよし市

 古本  伸一郎 
ふるもと しんいちろう 　愛知11区の衆議院議員、古本伸一郎です。

　いつもお世話になります。選挙区は、豊田市とみよ
し市です。自動車と県下屈指の農業、多くを占める森林、矢作川が三
河湾まで流れます。この豊かな地域が大好きです。
　さて、初当選から「税は社会を創る」という信念で取り組んで参り
ました。京都を訪れた方は、ご存知と思いますが京の町家はうなぎの
寝床と言われます。かつて、間口の幅で税金が決まり商人たちが間口
を狭くして節税したためです。細長い通路を抜ければ、奥にはお屋敷
がある町並みができました。税制により社会を創る、町並みさえ変え
ることができるのです。小職は、一昨年の１年間は財務大臣政務官と
して政府税調を運営して参りました。そして、昨年の１年間は党の税
制改正PTの事務局長として党側から23年度税制改正にあたり皆様か
ら頂いた声を党として提言して参りました。
　そこで、所得の再分配機能の見直しを紹介します。現在、日本の世
帯収入は年収200万円で暮らす方々が1,000万世帯を超えます。一
方、年収1,500万円を超える世帯は、自民党政権の時代に減税が行わ
れてきました。物の値段が下がるデフレ経済から脱却できない中、政
治はどうすべきか悩みました。結論は、一定の所得層以上、年収1,500
万円の人を増税し、その財源を社会保障サービスとして低所得層の
方々に給付すれば社会全体で支えあおうと考えました。難しい言葉で
すが「所得の再分配」と言います。23年度の税制改正の目玉はこうし
た点を重視して個人所得税等を見直しました。年収200万円で暮らす
方々の給料が少しでも上がりボーナスもきちんと支給されるだけの仕
事があり、物が売れるのが一番です。

　しかし、経営者も日々の運
転資金に苦しみます。こうし
た状況を抜け出すには個人の
可処分所得を増やすべきであ
り、そのために国家が所得を
再分配することも意味がある
と考えます。
　こうした税制を通じ本年が
必ず良い年になります様、政
治も頑張ります。
【古本伸一郎衆議院議員　記】

テ
レ
ビ
取
材
に
対
応
す
る
古
本
議
員

皆さん、こんにちは。
私、衆議院議員 古本伸一郎です。

名
古
屋
国
税
局
交
渉
行

名
古
屋
国
税
局
交
渉
行
うう

今
後
も
交
渉
を
続
け
ま

今
後
も
交
渉
を
続
け
ま
すす

税金対策部

餌

影

営

映
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　11月14日（日）天白支部レ
クで、篠島へ『ふぐ料理』を食
べに行きました。参加者88名で
２台のバスに分乗し、出発です。
　途中、南知多ビーチランドに
寄り『アシカとイルカのショー』
を見学してから目的地の篠島へ。
　篠島観光ホテル『大角』の宴
会場のテーブルには、『ふぐづく
し』のてっちりに、てっさ、て

っぴ、ふぐの唐揚げ、そしてタコの丸ゆでと、たくさんの料理が並ん
でいました。「こんなに多く食べれるのかな？」と言いつつ、最後の
「ぞうすい」まで、皆さん残さず食べていました。
　今回初めて参加の三宅さん御夫婦は「てっさは、ぶ厚くておいしく、
２人分にしてはとても多く、お腹いっぱい」と大満足。
　お腹もふくれアルコールもはいっ
た所で、ひと風呂浴びて休息。　
　帰りに『魚太郎』でお買物。
　「今回の日帰り旅行は、お正月用食
品のお土産もついて、とても大満足で
す。又これからも支部の行事には参加
したいと思います。」と笑顔で帰路の
途へ。　　　　　【森安かよ子通信員】
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 お腹いっぱい
天白支部／篠島ふぐ料理・ビーチランド 11月14日

ふ
ぐ
最
高
で
す

お
腹
い
っ
ぱ
い
で
す

　11月28日（日）、東海支部では、毎
年恒例のボウリング大会を総勢80名・
19レーン使い、盛大に開催しました。
　全レーンノーガーター。女性とお子
様には、30点のハンディーがいただけ
ました。ストライクやスペアが出ると
飛び跳ねてハイタッチの嵐。
　親子、夫婦の絆がまた深まったので
はないでしょうか。
　ゲーム終了後は、おいしいお弁当を
頬張りながら楽しい語らい。
　いよいよ順位発表です。１位土井さ

ん。２位磯村さん。３位林さん。おめでとうございました。この大会
のうれしいことは、すべての方に賞品
があり、６家族にファミリー賞がいた
だけたことです。
　皆さん、この瞬間が、一番の醍醐味
ではないでしょうか。いくつになって
もプレゼントはうれしいものです。
　役員さん、今年も楽しい行事ありが
とうございました。　【永柳茂通信員】
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東海支部／ボウリング大会 11月28日

ウハウハのボウリング大会

い
く
わ
よ
ー

上
位
の
方
々

　１月９日（日）、かに本家
名駅前店にて、港支部の新年
会を、97名の出席者のもと
開催しました。
　まず、酒井支部長のご挨拶
のあと、竹内班長の乾杯で宴
が始まりました。
　今回は、高校生以下の子供
たちに、図書カードのお年玉
も出て歓声があがりました。

　みんな、かにをむくのに一生懸命なので、とても無口です。
　20分くらいして、やっとあちらこちらから、話し声や笑い声が…。
　相席になった、林久義さん（港区須成町）に最近の仕事の状況を聴
きましたところ、今は三重県名張市まで、アンカーのお仕事に行って

るそうです。
　まだまだ厳しい状態です。
　最後に、会計の相宮さんから
「今年は卯年なので、是非とも飛
躍して、いい年にしましょう」本
当にそうなるといいですね。
　みなさん、頑張りましょう！

　　　　　　　【奥川友子　記】
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港支部／新年会 １月９日

カ
ニ
大
好
き

かにをむくのに一生懸命

大
勢
の
参
加
者

　
恒
例
の
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
ー
は
、
参
加
者
百
二
十

一
名
。

　
十
一
月
二
十
一
日
（
日
）

絶
好
の
行
楽
日
和
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

　
行
先
は
、
箱
根
富
士
屋

ホ
テ
ル
「
老
舗
ホ
テ
ル

八
十
周
年
記
念
ラ
ン

チ
」
。

　
車
窓
は
、
美
し
い
富

士
の
勇
姿
に
迎
え
ら

れ
、
赤
黄
に
染
ま
る
紅

葉
は
一
番
の
見
頃
、
日

曜
と
重
な
り
箱
根
路

は
車
々
の
大
渋
滞
。
　

　
本
日
メ
イ
ン
の
ラ

ン

チ

は
、
創

業

以

来

代
々
受
け
継
が
れ
て

き
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
メ

ニ
ュ
ー
を
ベ
ー
ス
に

箱
根
の
地
場
食
材
を
盛
り

込
ん
だ
こ
だ
わ
り
の
ラ
ン

チ
に
み
ん
な
大
満
足
。

　
食
後
は
、
錦
秋
の
庭
園

を
散
策
し
、
大
涌
谷
へ
と

足
を
運
び
ま
し
た
が
、こ

れ
又
大
渋
滞
。

　
大
涌
谷
を
後
に
す
る
時

は
、
す
っ
か
り
日
も
暮
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
帰
り
の
車
中
は
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が

り
、
帰
宅
は
午
後
十
時
と

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、み

ん
な
無
事
に
事
故
も
な
く

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
、

家
路
に
着
き
ま
し
た
。

　
　
　
【
永
田
君
代
　
記
】
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豊
橋
支
部
／
老
舗
ホ
テ
ル
八
十
周
年
記
念
ラ
ン
チ

こ
だ
わ
り
の
ラ
ン
チ
を
堪
能
11月21日

美
味
し
い
で
す
よ

大満足です

　
北
支
部
の
住
宅
デ
ー
 は
、

十
月
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時

よ
り
北
区
役
所
北
側
の
市
道

路
公
社
前
広
場
に
て
、
支
部

役
員
十
名
で
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
北
区
民
ま
つ

り
と
共
催
さ
れ
た
北
社
会

福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
し
て
ミ
ニ
椅
子
作
り

木
工
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開

き
ま
し
た
。

　
休
日
に
曾
我
技
対
部
長

の
指
導
で
桧
材
を
加
工
し

て
準
備
し
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
児
か
ら
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
ま
で
多
く
の
人
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
手
を

添
え
て
ド
リ
ル
や
充
電
ド

ラ
イ
バ
ー
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
小
さ
い
男
の
子
で
ド
ラ
イ

バ
ー
の
操
作
の
上
手
な
子

が
、
十
六
年
後
に
曾
我
さ
ん

へ
の
弟
子
入
り
を
約
束
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
上
手
く
出
来
上
が

っ
た
椅
子
に
満
足
し
て
い
ま

し
た
の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。
　
　

　
　
　
　
【
花
井
直
樹
　
記
】
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熱
心
な
指
導
の
役
員
（
右
）

大忙しの役員（右）

北
支
部
／
住
宅
デ
ー

 大
き
く
な
っ
た
ら
大
工
さ
ん
に
な
る
ぞ

10月17日　
一
宮
支
部
で
は
、
十
二
月

十
二
日
（
日
）
岐
阜
の
太
閤
殿

で
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
　
今
回
も
国
会
、
県
会
、
市
会

の
各
議
員
さ
ん
に
も
多
数
来

て
頂
き
又
、
中
支
部
、
木
曽
川

支
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
名
、

当
支
部
の
招
待
で
本
部
か
ら

は
山
﨑
共
済
福
祉
部
長
も
参

加
、
総
勢
五
十
六
名
で
賑
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
来
賓
の
方
の
挨
拶
、
支

部
長
挨
拶
の
後
、
主
婦
の
会

の
酒
井
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯

を
し
、
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
地
元
一
宮
で
活

躍
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
歌
手
の

山
本
小
百
合
さ
ん
の
歌
謡
シ

ョ
ー
で
宴
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
山
本
さ
ん
が
歌
う
往

年
の
ヒ
ッ
ト
曲
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
美
味
し
い
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
話
し
の

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。
歌
謡
シ
ョ
ー
の
二
部

は
山
本
さ
ん
と
の
デ
ュ
エ

ッ
ト
の
時
間
で
す
。

　
多
く
の
の
ど
自
慢
の
人

が
山
本
さ
ん
と
の
デ
ュ
エ

ッ
ト
で
自
分
の
歌
に
陶
酔

し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
来
年
も
続
く

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
、

こ
の
不
況
を
吹
き
飛
ば
せ

と
ば
か
り
に
、
上
田
青
年
部

長
の
音
頭
で
、
全
員
の
元
気

一
杯
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
　
　

　
　
　
　
【
石
原
一
通
信
員
】
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 一
宮
支
部
／
忘
年
会

こ
の
不
況
を
吹
き
飛
ば
せ
１2月12日

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

カラオケも大盛り上がり



家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

一
級
建
築
士
講
座

①
一
級
学
科
総
合
対
策
コ
ー
ス

■
講
座
期
間
　

　
　
三
月
～
七
月
下
旬

■
受
講
料
・
定
員

　
　
十
二
万
八
千
円
・
十
五
名

②
一
級
学
科
リ
ベ
ン
ジ

　
・
教
室
開
放
一
回
／
五
百
円

　
・
過
去
問
題
演
習
等

③
一
級
製
図
実
践
コ
ー
ス

■
講
座
期
間
　

　
　
八
月
中
旬
～
十
月
上
旬

■
受
講
料
・
定
員

　
　
八
万
円
・
十
五
名

二
級
建
築
士
講
座

①
二
級
学
科
総
合
対
策
コ
ー
ス

■
講
座
期
間
　

　
　
三
月
～
六
月

■
受
講
料
・
定
員

　
　
九
万
八
千
円
・
二
十
名
　

②
二
級
学
科
構
造
力
学
の
基
礎

　
・
①
と
②
セ
ッ
ト
で
の
申
込

　
　
み
と
な
り
ま
す
。

■
講
座
期
間
　

　
　
二
月
下
旬

h
ttp
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w
w
.a
ic
h
i
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一
級
・
二
級
建
築
士
受
験
講
座

資
格
は
貴
方
の
味
方
で
す

技術対策部

　
愛
知
県
板
金
技
能
専
門
校
で

は
、
板
金
の
専
門
教
育
機
関
と

し
て
、
板
金
業
で
働
く
人
々
の

技
能
の
養
成
・
若
者
の
能
力
の

開
発
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
　
全
建
愛
知
も
専
門
校
と
と
も

に
技
能
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
　
ぜ
ひ
ご
入
校
く
だ
さ
い
。

■
訓
練
内
容
　

　
幅
広
い
建
築
板
金
技
能
の
実

　
技
実
習
及
び
関
連
教
科
等
の

　
知
識
の
習
得
。

■
入
校
資
格

　
中
学
卒
業
以
上
の
方
で
、
板

　
金
業
を
志
す
方
。（
年
齢
不

　
問
・
板
金
事
業
所
雇
用
者
）

■
実
施
場
所
　

　
学
科
／
愛
知
県
職
業
訓
練
会
館

　
　
　
　
名
古
屋
市
西
区
浅
間
 二
丁
目

　
実
技
／
愛
知
県
立
名
古
屋
高

　
　
　
　
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
名
古
屋
市
北
区
安
井
二
丁
目

■
教
習
時
間

　
夜
間
／
午
後
六
時
～
午
後
九
時

　
毎
月
九
回
程
度
（
火
・
水
・
木
）

　
昼
間
／
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
毎
月
一
回
／
（
土
）

■
募
集
人
数
　
二
十
名

■
申
込
・
問
合

　
愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会

　
愛
知
県
板
金
技
能
専
門
校
　

　
名
古
屋
市
西
区
浅
間
二
―
十
―
四
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板
金
技
能
職
業
訓
練
生
募
集

君
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
し
ま
す

2011年

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

顕

原

鹸

厳
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験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元

老後の保障は全国建設技能者国民年金基金で

お問い合わせは、共済担当　三好まで

国民年金の上乗せ制度「全建総連の国民年金基金」に加入しよう
メリット１.　掛金が安く設定されています。税金面で実質さらに有利。

メリット3.　受取保証があり、掛け捨てにならない公的な年金で安心。

メリット2.　掛金の全額が社会保険料控除となり、税金も軽減できるお得な年金。
受け取る年金にも税金の優遇措置（公的年金等控除）

玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

玉
掛
け
技
能
講
習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　
労
働
安
全
衛
生
法
・
関
係
法

令
に
基
づ
く
、
玉
掛
け
技
能
講

習
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
日
程

　
◎
学
科
　
三
月
十
二
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
十
三
日
（
日
）

　
◎
実
技
　
三
月
十
九
日
（
土
）

　
　
　
　
ま
た
は
二
十
日
（
日
）

　
※
受
講
者
に
追
っ
て
ご
連
絡
し
ま
す

　
※
全
日
と
も
九
時
～
十
七
時
十
分

■
学
科
会
場

　
愛
知
県
職
業
訓
練
会
館
二
Ｆ

　
名
古
屋
市
西
区
浅
間
町
二
―
三
―
十
四

■
実
技
会
場
　

　
愛
知
県
立
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校

　
名
古
屋
市
北
区
安
井
二
―
四
―
四
十
八

■
受
講
資
格
　

　
①
十
八
才
以
上

　
②
玉
掛
け
の
補
助
作
業
の
業

　
　
務
等
に
六
ヵ
月
以
上
就
い

　
　
た
経
験
者

　
③
つ
り
上
げ
荷
重
一
ト
ン
未

　
　
満
の
ク
レ
ー
ン
の
玉
掛
け

　
　
業
務
に
六
ヵ
月
以
上
就
い

　
　
た
経
験
者

　
④
実
務
経
験
、
事
業
所
証
明

　
　
が
あ
る
方

■
会
費
　
一
万
九
千
五
百
円

■
〆
切
　
二
月
十
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
　

　
技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

　
全
建
愛
知
で
は
、
昨
年
四
月

か
ら
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

と
し
て
、
住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
の
申
請
窓
口
を
開
設
し
、
た

い
へ
ん
多
く
の
組
合
員
内
外
の

方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
申

請
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月

末
ま
で
に
延
長
さ
れ
、
住
宅
用

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
（
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
）
・
節
水
型
便

器
・
高
断
熱
浴
槽
も
、
新
た
に

ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
　
い
ず
れ
も
現
在
の
制
度
の
対

象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
と

併
せ
て
設
置
す
る
場
合
に
の
み

対
象
（
住
宅
用
太
陽
熱
利
用
シ

ス
テ
ム
・
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

は
新
築
も
対
象
）
で
す
。

　
さ
ら
に
、
利
用
し
や
す
く
な

っ
た
住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の

申
請
は
組
合
窓
口
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
窓
口
は
…
】

　
全
建
愛
知
本
部
事
務
所

　
　
名
古
屋
市
港
区
九
番
町
四
―
一
―
十

【
申
請
時
間
は
…
】

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
午
前
十
時
～
午
後
五
時

【
注
意
】

h
ttp
://w

w
w
.ju
ta
ku
.eco

-

　
　
　
 p
o
in
ts.jp

./

申
請
手
続
き
延
長
・
対
象
拡
充

只
今
、
組
合
窓
口
で
受
付
中

住宅版
エコポイント

■
受
講
料
　
一
万
二
千
円

③
二
級
製
図
短
期
実
践
コ
ー
ス

■
講
座
期
間
　

　
　
七
月
中
旬
～
九
月
下
旬

■
受
講
料
・
定
員

　
　
七
万
円
・
二
十
名

※
詳
細
は
愛
知
建
築
Ｈ
Ｐ
参
照

※
申
込
・
問
合
　

　
技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

　
愛
知
県
内
の
市
町
村
で
は
、

昨
年
十
一
月
二
十
六
日
に
成
立

し
た
国
の
補
正
予
算
を
活
用

し
、
こ
れ
ま
で
の
木
造
住
宅
耐

震
改
修
の
補
助
に
加
え
、
緊
急

支
援
と
し
て
一
戸
当
た
り
三
十

万
円
（
限
度
額
）
を
上
乗
せ
補

助
す
る
こ
と
と
し
、
二
月
一
日

以
降
、
準
備
が
整
っ
た
市
町
村

か
ら
申
込
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
　
詳
し
く
は
、
住
宅
が
あ
る
市

町
村
の
担
当
窓
口
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
は
、
仕
事
対
策
の

上
で
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

積
極
的
に
活
用
し
、
仕
事
確
保

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

◎
緊
急
支
援
の
補
助
を
　
　
　

　
　
受
け
る
た
め
の
主
な
条
件

①
平
成
二
十
三
年
度
に
木
造
住

　
宅
の
耐
震
改
修
を
予
定
し
て

　
い
る
。

②
平
成
二
十
二
年
度
（
平
成
二

　
十
三
年
三
月
ま
で
）
に
申
込

　
を
す
る
。

　
組
合
窓
口
で
は
申
請
手
続

　
き
の
み
の
対
応
に
な
り

　
ま
す
。
郵
送
で
の
手
続
き

　
は
一
切
対
応
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
方
法
等
に
つ
い
て

　
は
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務

　
局
ま
で

　
ま
た
は
、
相
談
窓
口
へ
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問
合
　
総
務
課
・
資
格
税
務

　
　
　
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　
　
　
さ
い
。

◎
申
込
期
間
等

・
申
込
期
間
や
申
込
方
法
等
は

　
市
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

　
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
市
町

　
村
の
木
造
住
宅
耐
震
化
担
当

　
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

③
市
町
村
の
木
造
住
宅
耐
震
改

　
修
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
改

　
修
工
事
を
行
う
。

耐
震
改
修
の
三
十
万
円
上
乗
せ
補

耐
震
改
修
の
三
十
万
円
上
乗
せ
補
助助

今
年
度
中
、
申
請
さ
れ
た
方
の

今
年
度
中
、
申
請
さ
れ
た
方
の
みみ

受付始まる

木木
造造

住住
宅宅

◎補助金加算のイメージ
（従来の補助が60万円を限度額とした場合）

改修工事の費用が180万円の場合、自己負担が２／３から
１／２に軽減されます。

◎申し込みから補助金交付までの流れ

（従来の補助）

戸当たり60万円

平成22年度
（平成23年3月まで）

剛
号

劫
劫
劫
劫
劫
劫

①緊急支援の申込

（30万円加算）
②補助金の申請 ③工事着手

※「無料耐震診断」を受けていない住宅は、補助金の申請前に診断を受けてください。

※補助金申請以降の手続きは、これまでの補助と同様です。

剛
号

劫劫劫劫劫劫

⇒ ⇒⇒

④工事完了 ⑤補助金の交付⇒ ⇒

（自己負担（自己負担））
（緊急支援補助（緊急支援補助））

戸当たり30万戸当たり30万円円

平成23年度
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桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

中
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
二
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
か
に
本
家
金
山
店

西
尾
幡
豆
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
三
月
十
二
日
（
土
）

■
会
場
　
大
鮨

天
白
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
三
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場
　
東
海
健
康
セ
ン
タ
ー

西
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
三
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
㈱
鈴
起
建
設

東
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
三
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
ぼ
ん
ぼ
り

緑
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
三
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
鳴
海
商
工
会
館

名
東
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
三
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
名
東
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

旭
瀬
戸
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
ス
カ
イ
ワ
ー
ド
あ
さ
ひ

北
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
魚
鉄

豊
橋
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
日
航
ホ
テ
ル

南
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
尾
張
温
泉
観
光
ホ
テ
ル

守
山
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
沸
騰
庵

海
部
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
尾
張
温
泉
観
光
ホ
テ
ル

一
宮
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
太
閤
殿

　
一
宮
支
部
は
、
総
勢
約
五
百

名
の
支
部
で
す
。

　
一
宮
市
・
稲
沢
市
・
他
の
地

域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
の
不
景
気
の
た

め
、
私
た
ち
の
生
活
が
壊
さ
れ

そ
う
な
中
で
、
班
長
が
中
心
に

な
り
主
婦
の
会
や
青
年
部
が
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
十
一
日
（
基
本
的
）
に

は
、
支
部
会
を
一
宮
市
尾
西
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
二
ヵ
月
に
一
度
の
割
合
で
学

習
会
（
外
部
か
ら
の
講
師
を
招

き
）
を
開
き
、
い
ろ
い
ろ
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
家

庭
に
も
仕
事
に
も
活
用
で
き
る

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

支部レクにて

支
部
総
会
予

支
部
総
会
予
定定

こ
ん
に
ち
は
！
一
宮
支

こ
ん
に
ち
は
！
一
宮
支
部部
でで
すす

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
④

組
合
員
の

個
人
情
報
取
り
扱
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
　

　
一
方
、
支
部
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
等
で
は
主
婦
の
会
で

は
バ
ス
旅
行
（
年
一
回
）
、

料
理
教
室
や
お
花
教
室
な
ど

行
い
、
青
年
部
も
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　

　
支
部
活
動
で
は
、
忘
年
会

又
は
新
年
会
及
び
総
会
、
春

の
住
宅
デ
ー
（
ツ
イ
ン
ア
ー

チ
１
３
８
）
と
、
秋
の
住
宅

デ
ー
（
大
野
極
楽
寺
公
園
）
等

を
行
い
、
年
二
回
の
組
織
拡
大

運
動
や
年
二
回
の
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
を
、
支
部
組
合
員
全
員
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

組
合
員
が
楽
し
く
参
加
で
き
る

岡
崎
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
桑
谷
山
荘

尾
北
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
十
八
楼

瑞
穂
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
湯
～
と
ぴ
あ
宝

豊
田
支
部
／
支
部
総
会

■
日
程
　
四
月
三
十
日
（
土
）

■
会
場
　
豊
田
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

旭
瀬
戸
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
六
日
（
日
）

■
会
場
　
東
名
ボ
ウ
ル

津
島
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
十
三
日
（
日
）

■
会
場
　
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
津
島

南
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場
　
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

昭
和
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル

中
村
支
部
壮
年
部
／
篠
島
の
旅

■
日
程
　
二
月
二
十
七
日
（
日
）

■
行
先
　
酢
の
里
・
篠
島
他

東
海
支
部
／
南
信
州
イ
チ
ゴ
狩
り

■
日
程
　
三
月
六
日
（
日
）

■
行
先
　
南
木
曽
温
泉
他

港
支
部
／
蒲
郡
イ
チ
ゴ
狩
り

■
日
程
　
三
月
六
日
（
日
）

■
行
先
　
蒲
郡
他

南
支
部
／
松
坂
イ
チ
ゴ
狩
り

■
日
程
　
三
月
六
日
（
日
）

■
行
先
　
二
見
浦
他

春
日
井
支
部
／
イ
チ
ゴ
狩
り

■
日
程
　
四
月
十
七
日
（
日
）

■
行
先
　
デ
ン
パ
ー
ク
・
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
他

北
支
部
主
婦
の
会
／
食
事
会

　
　
　
　
　
季
節
の
会
席
料
理

■
日
程
　
二
月
十
九
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
十
一
時
四
十
分

■
会
場
　
木
曽
路
　
黒
川
店

　
個
人
情
報
に
関
す
る
法
律

が
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
個
人
情
報
に
一
定
の
制
限
が

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
組
合
（
中
建
国
保
）

で
は
、
組
合
活
動
・
支
部
活
動
・

各
選
挙
・
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ

Ｍ
等
）
で
組
合
員
名
簿
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

　
名
簿
に
つ
い
て
は
、
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
職
種
・
年
齢

な
ど
を
表
記
開
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、
組
合
員
の
諸
要
求
実

現
の
た
め
、
名
簿
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

　
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　私は、毎日が勉強の日々で仕事に私生活に悪戦苦闘の毎日で
す。そんな中ですが、組合を通してたくさんの仲間ができまし
た。
　他支部青年部幹事の皆さんとの交流を通じて、色々な仲間と
の交流をもて、充実した毎日です。

　 幹 事　

 中西 　 馨 
なかにし かおる

　皆さん、こんにちは。
　春日井支部で青年部部長をしています中西馨で
す。
　２度目のご挨拶ですが皆さん、いかがお過ごし
ですか？

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です

　各現場で若い仲間達と出会
い、たくさんの交流を持てる
のは、とても楽しくもあり、
次の仕事への活力になるよう
な気がしています。
　まだまだ皆さんの力をお借
りして、組合活動に仕事にと
頑張っていきたいと思いま
す。
　皆さん、これからもよろし
くお願いします。

　　　【中西　馨　幹事　記】

腕
を
ま
く
り
真
剣
な
様
子
の
中
西
さ
ん

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」

よ
う
目
指
し
て
、
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
行
動
し
な
け
れ
ば
結
果
が
出

な
い
こ
と
を
思
っ
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
【
伊
藤
和
美
支
部
長
　
記
】

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

　全建愛知では、建設現場で働く一人親方さん
のために、中小企業退職金共済法に基づき国が
作った「建設業退職金共済制度」を取り扱って
います。

共済福祉部 ご案内

建設業退職金共済制建設業退職金共済制度度
老後の生活安定のため老後の生活安定のためにに

【加入資格】
　建設業で働く一人親方さん（一人親方さんと
ともに技能取得中の見習いの方も含みます）な
ら、職種を問わず、月給・日給に関係なく組合
を通じて加入することができます。

【制度の３つの特徴】
①退職金は、「共済証紙」を購入し「共済手帳」
　へ貼付することで積み立てられます。組合が
　代わりに手続きし、手帳を管理します。
②新たに加入した方については、国が掛金の一
　部（初回交付の手帳50日分）を補助します。
③退職金は国で定められた基準により計算して
　確実に支払われます。手続きはとても簡単です。

【掛金】
　掛金は、毎月組合費等と合わせて7,750円（1
日310円で25日分※就業日数に関わらず）を
引落しします。

【退職金の受取り】
　建設業に従事しなくなり、貼られた証紙の合
計が24ヵ月分（504日）以上あり、次の請求
時由のいずれかにあてはまる場合に支給されます。
・満55歳以上になったとき。
・建設業以外の職に就いたとき、またケガや病
　気のため廃業したとき。
※死亡した時の遺族請求は証紙の合計が12ヵ
　月分（252日）以上の貼付が必要になります。

　ご自分の退職金を積み立て、老後の生活安定
に役立ててみてはいかがでしょうか？ 
　お問合せは、共済福祉部／三好までお気軽に
ご連絡ください。

■
会
費
　
五
百
円
　

■
〆
切
　
二
月
十
五
日

■
参
加
資
格

　
女
性
の
み

■
申
込
・
問
合
　
大
野

　
℡
・
胃
０
５
２
―
５
２
２
―
９
７
６
２

北
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
二
月
二
十
七
日
（
日
）

　
午
後
一
時
、
現
地
集
合

■
会
場
　
わ
く
わ
く
ボ
ウ
ル

■
会
費
　
五
百
円

■
定
員
　
四
十
名
（
先
着
順
）

■
〆
切
　
二
月
十
五
日

■
備
考
　
・
二
ゲ
ー
ム
実
施
・

　
貸
し
靴
代
は
支
部
負
担
・
豪

　
華
賞
品
あ
り
。

■
申
込
・
問
合
　
花
井

　
℡
０
９
０
―
４
２
６
３
―
９
２
１
０

　
胃
０
５
２
―
９
０
２
―
７
３
１
６

緑
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
美
術
鑑
賞
・
懇
親
会

■
日
程
　
三
月
五
日
（
土
）

　
午
前
十
時
、
金
山
ボ
ス
ト
ン

　
美
術
館
一
階
ロ
ビ
ー
に
集
合

■
会
場
　
金
山
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

■
会
費
　
八
百
円
　

■
〆
切
　
二
月
十
五
日

■
申
込
・
問
合
　
福
島

　
℡
・
胃
０
５
２
―
6
2
1
―
3
9
0
3

　
組
合
で
は
、
書
き
損
じ
た
ハ

ガ
キ
等
を
集
め
国
際
協
力
に
役

立
て
て
い
ま
す
。

■
回
収
　
年
間
通
じ
実
施
。
組

　
合
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
く
だ
さ
い

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

組合まで

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集



◎
メ
ー
ル
操
作
覚
え
た
よ
！

　
『
父
は
、
今
年
で
米
寿
を
迎
え

る
。
田
舎
で
元
気
に
一
人
暮
ら

し
を
続
け
る
孫
七
人
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
。
昨
年
、
携
帯
電
話
の
メ

ー
ル
操
作
を
覚
え
た
父
は
、
今

年
の
元
旦
、
深
夜
一
時
に
、
孫
か

ら
の
「
あ
け
お
メ
ー
ル
」で
起
こ

さ
れ
た
』

【
豊
橋
市
／
小
野
あ
つ
子
さ
ん
】

※
こ
れ
か
ら
楽
し
い
メ
ー
ル
で
き
ま
す
ね
。

◎
気
力
で
頑
張
る
ぞ
！

　
『
昨
年
は
、
仕
事
も
家
庭
内
も

多
忙
で
し
た
が
、
お
陰
様
で
無

事
健
康
に
乗
り
切
れ
ま
し
た
。

お
歳
暮
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
年
賀

状
・
年
越
し
・
お
正
月
・
お
年
始

回
り
と
続
き
ま
す
が
、
体
力
な

く
と
も
気
力
で
頑
張
り
ま
す
』

　
【
中
村
区
／
小
原
和
子
さ
ん
】

※
素
晴
し
い
意
気
込
み
で
す
ね

◎
私
、
七
十
五
才
に
な
り
ま
す
！

　
『
私
も
本
年
は
七
十
五
才
に

な
り
ま
す
。
身
体
に
気
を
つ
け

て
頑
張
っ
て
や
り
た
い
で
す
』

　
【
天
白
区
／
熊
谷
之
男
さ
ん
】

※
ま
だ
ま
だ
、こ
れ
か
ら
で
す
よ
。

◎
う
れ
し
い
事
づ
く
し
！

　
『
昨
年
は
二
月
に
孫
が
二
人

生
ま
れ
、
三
月
に
三
女
が
婚
約
、

四
月
に
孫
が
入
園
、
六
月
に
二

女
の
家
の
地
鎮
祭
、
七
月
に
建

て
ま
い
、
十
一
月
完
成
。
色
々
う

れ
し
い
事
が
続
き
ま
し
た
。
新

し
い
年
は
私
が
還
暦
、
三
女
の

挙
式
…
う
れ
し
い
事
が
続
く
よ

う
に
気
を
引
き
し
め
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
』

　
【
東
郷
町
／
小
山
久
子
さ
ん
】

※
み
ん
な
、笑
顔
で
い
い
で
す
ね
。

◎
福
袋
に
大
満
足
！

　
『
十
年
程
前
か
ら
、
お
正
月
に

は
必
ず
福
袋
を
買
い
に
デ
パ
ー

ト
へ
行
き
ま
す
。
福
袋
は
行
き

つ
け
の
お
店
で
買
う
の
が
一
番

ベ
ス
ト
！
今
で
は
、
友
人
・
知

人
・
隣
人
他
。
毎
年
、
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
と
っ
て

も
得
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な

り
、
大
満
足
で
す
』

【
中
川
区
／
鬼
頭
美
由
紀
さ
ん
】

※
何
が
入
っ
て
い
る
か
楽
し
み
で
す
ね
。

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑯
進
め
の
信
号
の
色

⑱
く
つ
は
一
…
…
、
二
…
…
と

　
数
え
ま
す

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

二
月
十
日
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
胃

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
シ
ン
ネ
ン
ノ
ホ
ウ
フ

■
当
選
者

　
稲
垣
佳
江
さ
ん
他
十
九
名

■
三
月
号
の
原
稿
締
切

　
二
月
七
日
（
月
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
の
主

　
役
か
も
ね

⑥
政
権
を
に
ぎ
っ
て
い
な
い
政
党

⑦
ハ
イ
キ
ン
グ
は
…
…
中
止
だ

⑨
朝
い
ち
ば
ん
は
や
く
発
車
し
ま
す

⑪
二
…
…
三
脚
は
走
り
に
く
い

⑫
国
会
で
議
員
た
ち
が
入
り
乱

　
れ
る
こ
と
が
あ
る

⑬
貝
柱
・
え
び
・
野
菜
な
ど
を

　
入
れ
、
一
人
前
ず
つ
小
さ
な

　
か
ま
で
た
い
た
ご
飯

⑭
腰
の
力
が
ぬ
け
て
体
勢
が
く

　
ず
れ
る
こ
と

⑯
…
…
の
呼
吸
が
合
う

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

⑰
宗
門
・
宗
派
の
創
立
者

⑲
船
が
…
…
を
行
く

⑳
機
転
が
き
く
。
…
…
即
妙

嬰
苦
戦
…
…
の
末
、
Ｖ
達
成
！

①
め
で
た
い
こ
と
の
前
兆
と
か

②
政
権
政
党
は
…
…
で
す

③
並
ん
で
作
り
ま
す

④
サ
イ
の
目
に
し
て
み
そ
汁
に

⑤
ニ
ュ
ー
ス
を
印
刷
発
行
す
る

⑧
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
美

　
し
い
体
型

⑩
子
ど
も
や
若
者
が
、
言
う
こ

　
と
を
き
か
な
く
な
る

⑪
煮
し
め
て
、
甘
く
し
た
豆

⑬
黒
字
の
…
…
簿
を
願
う
主
婦

⑮
き
り
ひ
ら
く
こ
と

【
編
集
後
記
】
年
末
年
始

の
休
み
は
、
ゆ
っ
く
り
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
ツ
ケ
が
ま
わ
り
、
い
つ

に
な
く
編
集
作
業
に
追
わ

れ
た
今
月
号
で
し
た
。

【
に
ん
じ
ん
】
五
歳
に
な

っ
た
俊
介
。
相
変
わ
ら
ず
、

毎
日
、
元
気
に
飛
び
回
っ

て
ま
す
。
負
け
ず
と
、
や

ん
ち
ゃ
坊
主
の
優
希
。
我

が
家
は
、
い
つ
に
な
く
て

ん
や
わ
ん
や
で
す
。
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○さ 

◎
頑
張
れ
、
娘
よ
！

　
『
我
が
家
の
三
女
が
受
験
の

た
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
も
お
正
月

も
地
味
に
…
十
五
・
十
六
日
の

セ
ン
タ
ー
試
験
が
勝
負
で
す
。

体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
見
守

る
だ
け
の
母
で
す
』

【
守
山
区
／
山
下
恵
美
子
さ
ん
】

※
桜
咲
け
！
満
開
に
咲
け
！

◎
こ
れ
が
終
わ
ら
な
け
れ
ば
！

　
『
前
回
の
キ
ャ
ロ
ッ
ト
に
申

告
学
習
会
の
案
内
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、

早
速
、
希
望
の
日
に
ち
を
第
三

ま
で
赤
ペ
ン
で
印
を
書
き
込
み

ま
し
た
。
電
話
で
の
受
付
日
時

を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
○
付
け
。
そ

し
て
帳
簿
ま
と
め
や
書
類
確
認

作
業
の
始
ま
り
で
す
。
申
告
が

終
わ
る
と
気
持
ち
が
ス
ッ
キ
リ

と
し
て
、
暖
か
な
春
が
や
っ
て

く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
』

【
愛
西
市
／
浦
中
久
美
子
さ
ん
】

※
春
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

◎
女
性
の
時
代
で
す
！

　
『
二
十
一
世
紀
は
女
性
の
時

代
！
女
性
が
活
躍
し
た
も
う
一

つ
の
戦
国
物
語
。
今
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
江
～
姫
た
ち

の
戦
国
物
語
」
浅
井
三
姉
妹
と

同
じ
長
浜
市
出
身
の
私
と
し
て

も
「
江
の
想
い
平
穏
で
平
和
な

社
会
で
あ
る
様
に
」
と
年
末
の

最
終
回
ま
で
高
視
聴
率
で
あ
る

事
を
祈
る
。
皆
さ
ん
見
て
ね
』

　
【
中
川
区
／
中
橋
勇
夫
さ
ん
】

※
楽
し
そ
う
で
す
ね
。見
て
み
よ
。

◎
サ
プ
ラ
イ
ズ
！

　
『
子
供
が
私
達
夫
婦
、
結
婚
三

十
二
周
年
記
念
に
と
淡
路
島
へ

旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

ま
し
た
。
思
い
が
け
ず
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
！
と
て
も
良
い
ホ
テ
ル

に
、ゆ
っ
た
り
広
い
お
部
屋
。
美

味
し
く
た
く
さ
ん
の
お
料
理
。

ゆ
っ
く
り
入
れ
た
温
泉
、
大
満

足
な
楽
し
い
旅
で
し
た
。
涙
が

出
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
思
い
や
り
の
あ
る
子
供
を

持
っ
て
幸
せ
で
す
』

　
【
大
阪
市
／
寺
西
久
子
さ
ん
】

※
素
晴
し
い
お
子
さ
ん
で
す
ね
。

◎
た
い
へ
ん
で
す
！

　
『
昨
年
の
九
月
に
我
が
家
の

近
く
の
ア
パ
ー
ト
に
引
越
し
て

き
た
、
一
人
暮
ら
し
の
実
母
（
八

十
六
才
）
と
義
母
（
九
十
三
才
）

の
世
話
に
心
身
共
に
疲
れ
は
て

ま
し
た
。
そ
の
上
、
内
孫
九
才
・

六
才
・
二
才
・
外
孫
五
才
・
二
才

（
全
て
女
の
子
）の
面
倒
も
時
々

み
て
い
ま
す
。
助
け
て
Ｓ
О
Ｓ
』

　
【
一
宮
市
／
山
﨑
澄
恵
さ
ん
】

※
頑
張
っ
て
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
火
の
用
心
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と
！

　
『
大
晦
日
の
朝
、
す
ぐ
近
く
で

火
事
が
あ
り
ま
し
た
。
無
人
の

鶏
舎
で
一
時
は
放
火
と
思
い
ま

し
た
が
、
溶
接
の
火
が
枯
れ
草

に
つ
い
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

黒
い
煙
が
空
ま
で
上
が
り
、
本

当
に
怖
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

改
め
て
火
も
と
に
は
充
分
注
意

を
し
な
け
れ
ば
と
考
え
さ
せ
ら

れ
た
一
日
で
し
た
』

　
【
豊
橋
市
／
髙
栁
孝
子
さ
ん
】

※
暖
房
器
具
な
ど
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
。
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※
皆
さ
ん
か
ら
の
楽
し
い
近
況

　
報
告
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

全建愛知　TEL：052－659－0288

全 労 済　 TEL：052－683－6050


